
2019 年度 特別招聘演奏家シリーズ 

 

オーストリア出身。ウィーン大学において演劇、音楽学、

芸術史、哲学を修めた。2003 年ハンブルグ州立歌劇場で

のモンテヴェルディ作曲『ポッペアの戴冠』の演出で、

ヨーロッパで最も権威のあるオペラ情報誌「オーパンヴ

ェルト（Opernwelt）」の選ぶ、“年間最高の演出家／プロ

ダクション”部門にノミネートされた。以後、ハンブル

グ州立歌劇場には毎年招聘されている。03 年には、エア

フルト歌劇場のオープニングとして、P.アーデルホルド

作曲『マルティン・ルター』（世界初演）を演出。04年に

はラモー作曲『ダルダヌス』を演出し、ボン歌劇場にデ

ビュー。同年、ヴェルディ作曲『ナブッコ』、ヘンデル作

曲『ジュリアス・シーザー』を演出。05 年ハッセ作曲『ク

レオフィデ』でザクセン州立歌劇場（通称：ドレスデン

国立歌劇場）にデビュー。同年、東京二期会のツェムリ

ンスキー作曲『フィレンツェの悲劇』とプッチーニ作曲

『ジャンニ・スキッキ』の演出を手がけた。ウィーン国

立歌劇場には、2005-2006シーズンにプッチーニ作曲『妖

精ヴィッリ』（指揮：シモーネ・ヤング）にて、デビュー

し、2017 年にもショスタコーヴィッチの「賭博者」で再

び登場、絶賛を浴びる。2019 年には、ウィーン国立歌劇

場 150 周年記念公演の「オルランド」世界初演でも演出

を手がけ、2020 年には東京二期会「ルル」の演出が決ま

っている。ザルツブルク、モーツァルテウム大学教授。 

 
 

 

 

7月 26日（金） 

14:30～20:25 

会場：C405教室 

通訳:小森 輝彦 教授 

 
17:25～18:30 休憩 

 
 

 

 

 

カロリーネ・グルーバー 

声楽公開レッスン 

聴講を、各組 20 名募集します。声楽助手のメールアドレス（s.e.c@tokyo-ondai.ac.jp）に申し込んで下さい。

その際は、どの組を聴講したいかを指定して下さい。 

申し込み締め切りは 7月 17日（水）とします。基本的に先着順で受けつけますので、締め切り前でも受付が終わ

ってしまうことがあり得ます。注意して下さい。 

また 7 月 18 日以降にまだ空きがある場合は引き続きの申し込み、問い合わせは tcm.masterclass@glanz.club ま

でお願いします。 




